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一はじめに
　
唐時代の代表的な草書作品であり、書論として有名な孫過庭『書
譜』は、全部で二十数枚ほどの用紙に揮毫され、横につなぎ、巻子本に装丁されている。現在では一部欠損したり、無くなった箇所を補訂したところもあり孫過庭が実際に揮毫した頃の正式な枚数は不明であるが、現存する肉筆の巻子本をもとに、揮毫時、すべて同じ大きさの紙を用いて横に繋がれていたと仮定すると二十三枚相当と推定される。　
全訳については、すでに藤原楚水・田辺古邨・西林昭一氏など先
達の優れた先行研究がある。西林氏の『書譜』解題によると（参考文献参照） 、六篇に分け各篇の主旨を次のように記してい 。
第一篇
　
王羲之を典型とする四賢の優劣論
第二篇
　
書の本質と価値
第三篇
　
六朝時代の書論
第四篇
　
執使用転の説および王書の価値
第五篇
　
書表現の基盤と段階
第六篇
　
書の妙境と批判
跋
　
語
　「書譜」述作の趣意
　
本稿は、この第一篇（原本の肉筆本では第一紙～第三紙）につい
て先行文献を参照しつつ、更に判りやすい口語訳に努め、高等学校芸術科書道の書論の単元の授業で扱うためのポイント（要点等）を記したものである。　
また、 「接筆」や「見せ消ち」にも注目し、孫過庭の推敲過程の
一端も考察してみた。
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二
第１紙
〔●ポイント１〕
見せ消ちについて
　
消す文字の上に二重線を引いたり、塗りつぶすのではなく、書か
れた文字を見せながら消す（消したことにする）ことを「見せ消ち」という。第６行目にある「見せ消ち」の箇所を【
　
】で囲み、その
漢字の右側に点を施した。 『書譜』原本の「見せ消ち」は、各漢字の右側に点三つずつそれぞれに打って消したことにしている。この方法は、現代では強調の意だが、当時は消す方法であったことを学習する。〔●ポイント２〕
鍾張と二王について（四賢）
　
鍾張とは、 「鍾繇（魏時代） 」と「張芝（後漢時代） 」のことである。
本来なら先に活躍した張芝の方 姓を先にすべきだが、逆に記されている。　
張芝は、 （生年不詳―
192
年）後漢の書家である。字は伯英、敦
煌淵泉の人。書を崔瑗と杜度の二人に学び、草書をよくし、草聖といわれた。自分の家の庭の池に臨んで熱心に習字をし ため、池の水が つも真黒であった で、ここから書道のことを「臨池」ともいうようになった。この『書譜』の中に、王羲之でさえ張芝の草書に敬意を表したとある 代表作として章草体 「芝白帖」 、 ま 『淳化閣帖』に草書の「冠軍帖」などがある。　
鍾繇（
151
年―
230
年）は、後漢末期から三国時代の魏の文官で
あり書家でもある。字は元常。豫州潁
えい
川せん
郡長社県（現在の河南省許
昌周辺）の出身で 『三国志』に鍾繇・華
か
歆きん
・王朗とともに名
がみえる。二王とは、王羲之と王献之、親子のことを指す。〔●ポイント３〕
典故について
　
典故とは、引用した語句などの出どころ（出典）である書物。典
拠のことである。次に挙げたのは、 『書譜』本文の②の典故となっているものの原文を記した。中国の昔の文中には、典故が多出する。この文章を見ただけで出典が判る者が教養ある人物として評価された。◎宋中書侍郎虞
ぐ
龢か
論書表
　 臣聞、爻
かう
畫既肇、文字載興、六藝帰其善、八體宣其妙。厥後群能閒出、
洎およブ
乎漢魏、鍾張擅美、晋末二王稱英。羲之書云、頃尋諸名書、鍾張信爲
絶倫．其餘不足存。…虞龢『論書表』の一節　宋の明帝の泰始六年（四七〇）
　
爻こう
畫かく
とは、画がまじわること。
◎晋王右軍自論書
　 吾書比之鍾張當抗行或謂過之。張草猶當雁行。張精熟過人。臨池學書、池水
盡
墨。若吾耽之若此，未必謝之。後達解者、知其評之不虚。吾盡心
精作。亦久尋諸舊書、惟鍾張故爲絶倫。…王羲之『自論書』の一節
　
王羲之の書論として伝わるものは後世の偽作が多い中で自論書は、
「彼自身の手になったと信じられるほとんど唯一のものである。 」と杉村邦彦氏は、述べている。〔●ポイント４〕
抗行すべし。雁行すべし。
　
抗行は、はりあっていくこと、雁行は、並んで飛ぶ雁のように少
しずつ斜めに遅れていくことのたとえ。
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三
〔●ポイント５〕
古は質、今は妍
　
いにしえ（昔）は質朴（質実）を貴び、今の世は妍
けん
冶や
（美しくな
まめかしい・華美）を貴ぶ。〔●ポイント６〕
絶倫
　
この上もなく優れていること。群を超絶していること。 「倫」 は類・
くらべる・筋道の意。〈行数〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〈▼接筆のある文字とその字数〉
１書譜卷上。
　
吳郡孫過庭撰
　
　　
〔第一篇〕
２夫自古之善書者。漢魏有鍾３張之絶。晉末稱二王之妙。王４羲之云。頃尋諸名書。鍾張信爲５絶倫。其餘不足觀。可謂鍾張６
【信為絶倫其餘不足観
0
】
云沒而
７羲獻繼之。又云。吾書比之鍾８張。鍾當抗行 或謂過 。張９草猶當
▶
鴈行。然張精熟。池水
 
▼１
10盡墨。假令寡人耽之若此。未11必謝之。此乃推張邁鍾 意也12考其專擅。雖未果於前規。13摭以兼通。故無慚於即事。評14者云。彼之四賢。古
▶
今特絶。而今
 
▼１
15不逮
▶
古▶
。古質而今妍
▶
。夫質以
▶
代
 
▼４
16興。妍因俗易。雖書
▶
契之作。
 
▼１
　［訓読・訳］●書譜巻上。吳郡・孫過庭撰。　・ 『書譜』巻上。吳郡の孫過庭撰（作・文章を作る） 。
撰＝撰人（詩や文章の作者） 、撰文（文章を作る）の意。吳郡＝江蘇省呉郡。異説もあり
①
 夫れ古より書を善くする者、漢
かん
魏ぎ
に鍾
しょう
張ちゃう
の絶有り。晉末に二王
わう
の
妙めう
を稱
しょう
す。
　
・
  いったい（そもそも）昔から書のたいへん上手な者（名家）はいるが、とくに後漢と魏の時代に活躍した張芝と鍾繇が優れ、晋末の時代になると二王（王羲之と王献之）の書が巧みで言い表せないほど美し といわれている。
夫そ
 れ＝文の初めに用いて、 新たに説き起こすときに用いる語。 「いったい」 「そもそも」話題を変えて相手の注意を引く言葉である。
自
 古之
0
善書者＝「之」は、西林訳では、語助辞であるとして、訓読の際は、
サイレント（読まない）とする。藤原礎水訳では「之
の
」と読んでいる。
絶
 ＝「たつ（切絶） ・たやす・断 ・隔たる・死ぬ（絶命） 」というマイナスの意味が多いが、その反対の「すぐれる（絶景） ・わたる・横切る・はなはだ・ひじょうに（絶賛） 」という意味も併せ持つ。 「絶世」には「後継ぎがいない」という意味と「並ぶ のがないくらい優れている」という全く異なる意味を持つ漢語である。
二王＝王羲之と王献之のこと。
　
妙＝細かく巧みなこと。しなやか。言い表せないこと （神妙） たおやか。美しい。稱（称）
 ＝「はかる（量） ・あげる（挙） ・ほめる・となえる・いう・かなう」
②
 王羲之云ふ。 「頃
このご
ろ、諸名書を尋
たづ
ぬるに、鍾張、信に絶倫爲り。
其の餘は觀るに足らず」と。
　
・
  王羲之は言っている。 「この頃、 いろいろな名筆を探し求めると、
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四
張芝と鍾繇の書が抜群に優れている。そのほかの書は鑑賞するに及ばない」と。
＊
 文末の 「觀るに足らず」 は、 虞龢 『論書表』 の中に 「不足存 （存するに足らず） 」という同意の文章がある。王羲之『自論書』には、 「諸々の旧書を尋ねるに、惟た
だ鍾張故に絶倫たり。 」とあり、これらが出典となっている。
尋＝たずねる・さがす・探し求める。 ・ききただす。絶倫＝抜群にすぐれること。群を超絶していること。
＊Ａは推敲後、Ｂは推敲前。 【
　
】内の「、 、 、 」は「見せ消ち」の箇所。
③Ａ鍾張云
ここ
に沒して羲獻、之を繼ぐと謂
い
ふ可し。
　
・
  （この言葉より）張芝と鍾繇が亡くなって王羲之と王献之がこれを継ぐ書家といえよう。
　
Ｂ
 鍾張
【信に絶倫信たり
0
、その餘は観る
0
に足らず0
】
云ここ
に沒して羲獻、之を
繼ぐと。謂ふ可し。 」
　
・
  （この言葉より）張芝と鍾繇はまことに抜群に優れているが、そのほかは鑑賞するに及ばず、張芝と鍾繇が亡くなって以後、王羲之と王献之がこ
云＝「いう」という動詞の他に「ここに」のように語調をととのえるための助詞としても用いられる。ここでは後者。
④
 又云ふ。 「吾書は、之を鍾張に比すれば、鍾には當
まさ
に抗
かう
行かう
すべし。
或ひは謂
おも
へらく之を過ぎんと。張の草には猶
な
ほ當に鴈
ぐわん
行かう
すべし。
　
・
  また王羲之がいうには「私の書を鍾繇と張芝に比べてみる 、鍾繇の書には、はりあっている。あるい これをまさっているといえる。張芝の草書には私の方が遅れを取っているだろう
抗行＝抗は「はりあう・はむかう」の意。
鴈
 行＝雁行。鴈と雁は同字・並んで飛ぶ雁のように少しずつ斜めに遅れていくことのたとえ。
⑤
 然しか
れども張の精熟なること、池
ち
水すい
盡ことごと
く墨くす。假
もし
令、寡人、之
に耽けること此くの若くんば未だ必しも之に謝
おとろえ
ずと。 」此れ乃
すなは
ち
張を推
お
して鍾より邁
まさ
れりとするの意也。
　
・
  しかし張芝の精熟な書は、池の水がすっかり黒くなるほどの鍛錬を た結果による のである。もし私（王羲之）が張芝度を超すほどいそしんだ（猛練習のことをさす）とすれば必ずしも、しぼむ（引けを取る）こと ないと」この言葉は、張芝を推奨し 鍾繇よりまさっているという意味である。
墨＝すみ・くろい・くろくなる。假令＝たとい（たとひ） 「もしも・よしや・かりに」の意。寡人＝かじん（くわじん）は、 「諸侯が自分を謙遜して言う代名詞・わたくし」耽ける＝「ふける・楽しむ・おくふかい」度を超して楽 むこと。謝
 ＝「ことわる・しぼむ・辞しさる・おとろえる・つげる・あやまる・わび・ゆるす」藤原楚水は、未謝で「ゆずらず」 。西林氏は「はじず」と読む。
邁＝ゆく（遠くゆく） ・過ぎる・優れる・まさる・はげむ
⑥
 其の專
せんだん
擅を考うるに、未だ前規より果
くわ
ならずと雖
いへど
も、摭
ひろ
ひて以て
兼ね通ず。故
ゆゑ
に即事に慚
は
ずること無し。
　
・
  その専門の書体を深く考えてみると、 （王羲之の各書体は）先人の規範（ここでは鍾張のこと）には まさってはいないが（長所を）拾い取っていて各書体に通じている。ゆえにその場の出来事（日常）で恥じる と ない。
專
 擅＝専は「もっぱら」 、擅は「ほしいままにする の意。西林氏は「草書なら草書。楷書なら楷書一体のみの専習 う。したがって、句末の兼通は
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五
諸体に通じていること」とする。
前規＝先人の規範摭（ひろ）ひて＝拾うと同じ。拾い取る意即事＝その場の出来事慚づ＝慙と同じ。はじる。恥ずかしく思う。
⑦
 評者云
いは
く、 「彼の四賢は、古
こ
今こん
の特絶たり。而して今
いま
の古
いにしへ
に逮
およ
ば
ざるは、古は質にして今は妍なればなり」と。
　
・
  批評家がいうには、 「かの四賢は、古今に特絶している。今の書が昔の書に及ばないのは昔は、 質朴であったのに今は妍
けん
冶や（華
美）だからだ」という。
評者＝批評する者。四賢＝鍾・張・王羲之・王献之の四人古いにしへ
に逮
およ
ばざるは＝『荘子』外物篇「夫尊古而卑今、学者之流也
古
 は質にして今は妍なればなり＝西林氏は、 「ここには内面的な質実を尚び、外面を粉飾する艶麗を卑しむ伝統的価値観がある。 」という。
逮＝およぶ。とどく・追いかける・およぼす質＝質朴（飾り気がない） 、質直（地味でまっすぐな事）妍＝うつくしい・なまめかしい・とぐ・みがく・わざ・かしこい妍冶は「うつくしくてなまめかしい。美人。 」の意。
⑧夫れ質は代
よ
を以て興り、妍は俗に因りて易
か
ふ。書契の作るや。
　
・
  （この説に対して、私は、 ）そもそも質朴は世の風潮によって起こり、妍冶（華美）は俗世間の風潮によって移り変わるものである。大昔、書契が作られた時、
代
 ＝太宗皇帝の本名「世民」の「世」字を避けて「代」を用いた。忌
き
諱き
、お
それはばかる。
易＝ここでは「かえる・かわる」の意書
 契＝中国太古の文字のこと。木や竹に文字を書いて約束のしるしとしたもの。甲骨文字は「契文」ともいうが、こ 時代には甲骨文字 まだ発見さ
れていない。
作＝「つくる。なす。おこる。 」の意あり。西林氏は「おこる」と読む。
第２紙
〔●ポイント７〕
字あざな
について
　
字（あざな）とは、中国で男子が成人後、実名の他につけた名前
である。実名を知られることを忌む風習により字がつくと実名は諱（いみな）といって余り使われなくなった。〔●ポイント８〕
質文三たび變せり。
　「質」は質朴・質実、 「文」には「あや・文字」の意以外に「飾る・飾りつくろう・うわべを飾る」という意味がある。ここでは後者の意である。藤原氏は「質は、質樸、文は華美。古文、大篆など、文字も段々と古質から、華麗となり、 用から芸術にまで進化し来たことをいう」 する。
〔●ポイント９〕
能く古
こ
にして時に乖
そむ
かず、今
こん
にして弊を同じうせず
　
古法に即していて時流（現代感覚）にずれず、現代の時流に従っ
てその弊害に染まらな〔●ポイント
10〕
文質彬彬として、然る後、君子なり
　『論語』雍
よう
也や
第六「子曰、質勝文則野。文勝質則史。
文質彬彬、
然後君子。 」が出典である。　
人の質実さが文化的素養に過ぎたものは、すなわち野
や
（田舎びた
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六
者）なり。文
ぶん
（教養があり態度が優れたもの）が人の質実さより過
ぎたるものは史
し
（古事・典礼に通じた技術的な役人・転じて物知り
だが、融通の利かない者）である。人の質実さと教養があり態度が優れたことが、程よく調和したものこそ本当の君子である。　「彬
ひん
」字は、 木へん＋杉ではない。 「焚
ふん
」の省略体＋「さんづくり」
の漢字である。 「焚」はここでは単に音として用いられている。つまり部首「さんづくり」に意味があり、筆の毛並みの揃った形または、 頭髪の飾りをさし 美しく揃ったものの意を表す。そこから 「彬」は「備わり整う、あきらか」の意と った。彬彬とはうまく均整が取れていること 意で る。〔●ポイント
11〕
子敬の逸少に及ばざるは、猶ほ逸少の鍾張に及ばざる
がごとし　
梁武帝『観鍾繇書法十二意』 「
子敬之不
迨およば
逸少、
　猶なほ
逸少之不
迨
元常」が出典である。元常 鍾繇の字
あざな
のこと。不
迨
は「およばず」 。
『書譜』では張芝も加えている。　「子敬（王献之）が逸少（王羲之）に及ばないのは、なお王羲之が鍾繇と張芝に及ばないようなものであ 。 」
〔●ポイント
12〕
謝安
　
謝安［
320
～
385 ］は、中国、東晋の政治家である。陽夏（河南
省） の人。字は安石。博識で行書をよく 、 王羲之らと親交があった。立派な筆跡の手紙を書くのが得意であった。前秦の苻堅
 （ふけん）
 が
大軍を率いて侵攻したとき、弟の謝石や甥の謝玄とともにこれを淝
ひ
水すい
に迎え撃ち大勝した。
〔●ポイント
13〕
挿入された草書「與之」の字形
　
原蹟の
31行目冒頭の「謂」字のすぐ右側に「與之」二字の草書が、
あとから挿入され（書き込まれ）たようであり、 （訳文⑮）とても小さく補記されている。一見すると 「與之」 二字の草書の字形は 「見せ消ち」の点点とよく似ている。そのため、錯覚しないようにする必要がある。＊《
　
》内は細字で挿入された箇所。
　　　　　　
〈▼接筆のある文字とその字数〉
17適以記言。而淳醨一遷。質文三18變。馳騖
▶
沿革。物理常然。貴能
 
▼１
19古不乖時。今不同弊。所謂文質20彬彬。然後君子。何必易雕宮於21穴處。反玉輅於椎輪者乎 又22云。子敬之不及逸少 尤逸少23之不及鍾張。意者以爲評得24其綱紀。而未詳其始卒也。且元25常專工於隸書 百英尤精於26草體。彼之二美。而逸少兼之。27擬草則餘眞。比眞則長草。雖28專工小劣。而博涉多優 總其終29始。匪無乖互
 謝安素善尺櫝。
30而輕
▶
子敬之書。子
▶
敬嘗
▶
作佳書
▶
 
▼４
31《與之》謂必存錄。安輒題後答之。32甚以爲恨。安
▶
嘗問敬。卿書何如右
 
▼１
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七
33軍。答云。故當
▶
勝。安云。物
▶
論殊
 
▼１
⑨適
た
だ以て言を記すと雖
いへど
も、 而
しか
も淳
じゅん
醨り
一たび遷
うつ
り、 質文三たび變
へん
せり。
　
・
  ただ言葉だけ したが、 （時の推移とともに）人情の厚い薄いが遷
うつ
り変わるように、 質朴から飾りの多いものへと三たび （た
びたび）移り変わった。
適
 以＝藤原氏は「適だ以て（ただもって） 」 、 西林氏は「適ら以て（もっぱらもって） ）とよむ。
淳醨＝醇醨に同じ。濃い酒と薄い酒。人情・風俗の厚いと薄いをたとえている。質文三変＝「文」には「うわべを飾る」という意味がある。藤原氏は「質は、質樸、文は華美。古文、大篆など、文字も段々と古質から、華麗となり、実用から芸術にまで進化し来たこ をいう」とす
⑩
 馳ちぶ
鸄沿革は、物の理、常に然り。能く古
こ
にして時に乖
そむ
かず。今
こん
に
して弊を同じうせざことを貴
たつと
ぶ。
　
・
  馬が駆け抜けるような（めまぐるし 変遷は、物の道理であり、当然のことである。古法にのっとっていて現代感覚にずれず、現代の風に従ってその弊害に染まらな ことを貴ぶ。
馳ちぶ
鸄＝馳は「はせる」 。
鸄も「はせる」 。馳
鸄は馬を駆け走らせる。
沿
 革＝沿は旧来の習慣に従ってかわらないものであり、革はそれを改めること。よって初めから今までの移り変わりのこと。変遷の意。馳
鸄
沿革は馬
を駆け走らせるようなめ ぐるしく移り変わる意
⑪
 所いはゆる
謂、文質彬彬として、然る後、君子なり。何ぞ必ずしも雕
てう
宮きゅう
を
穴けっ
處しょ
に易
か
へ、玉
ぎょくろ
輅を椎
つい
輪りん
に反
かへ
す者あらんや。
　
・
  いわゆる文と質がほどよく合わせ備えている人にしてはじめて（徳の有る）君子」といえるものである。どうしていまさら彫り刻まれた宮殿（豪華な宮殿）があるのに古代の穴を掘ったよ
うな住居に変えられようか。また、立派な大きな車があるにもかかわらず粗末な車に乗り換えられようか。
文質彬彬
=
●ポイント
10参照
雕宮
=
彫り物のあるりっぱな宮殿
穴處
=
穴居。穴に住居すること。穴住まい。古代の穴を掘ったような住居。
易
=
かえる（かふ） ・とりかえる
玉輅＝大きな車・みくるま・天子の車椎輪＝ついりん。車の質素で粗末なもの。
⑫
 又云ふ。 「子敬の逸少に及ばざるは、猶
な
ほ逸少の鍾張に及ばざる
がごとし。 」意
おもふ
者に以て其の綱
かう
紀き
を評し得たりと爲さん。而も未
だ其の始卒を詳らかにせざるなり。
　
・
  又いう。 「子敬（王献之）が逸少（王羲之）に及ば いのは、なお王羲之が鍾張に及ばないのとようなものである。 」こ 評について考えてみると、これはおおむね大法と細則を評し得ていると思われる。しかし、まだそのはじめとおわりを十分に明らかにしてはいな
「子敬の逸少に及ばざるは…。 」の出典は●ポイント
11参照
意者（おもふ）に綱紀＝大つなと小づな。大法と細則・おきて。
⑬
 且か
つ元常は專ら隸書を工
たく
みにして、百
はく
英えい
は尤ら草
さう
體を精にす。彼
の二美なる。而して逸少之を兼ぬ。
　
・
  元常は隷書にだけ巧みで、百英は草書だけ精（すぐれている）であった。しかし彼（逸少）は二人の美を兼ねている。
元常＝鍾繇百英＝伯英のこと。張芝。 「百」は漢音で「ハク」とよむ。音通。
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八
⑭
 草さう
に擬
なぞら
へば則ち眞を餘し、眞に比ぶれば則ち草に長ず。專
せん
工こう
は小
すこ
しく劣ると雖も、而して博涉は多くに優る。其の終
しゅうし
始を總じるに、
乖互無きに匪
あ
らず。
 
　
・
  （王義之と張芝の）草書とを比べれば（王義之は）真書（ここでは隷書の意）を余分に具しているし、 （鍾繇の）真書と比べると （王義之は 草書に優れている。専門の巧妙さには少し劣ってい が、広くこなしている点ではとても優れている。そのすべてを総じてみると、互い 背くところがない（王羲之が鍾張に及ばないというのは、理にそぐわないの意）
擬ふ＝なぞらふ・くらべる・はかる眞
 ＝「真書」の略、真体で書くこと。現在では楷書が真体だが、漢の時代の真体は隷書である。
乖互＝乖は「そむく」匪＝あらず（否定） 、悪者の意
⑮
 謝安は素より尺
せき
櫝とく
を善くす。而して子敬の書を輕んず。子敬嘗て
佳書を作りて【之を與
あた
ふ】 。謂
おも
へらく必ず存錄せられんと。安
あん
は
輒すなは
ち後に題して之に答ふ。甚
はなは
だ以て恨みと爲す。安は嘗
かつ
て敬に問
ふ。 「卿が書は右軍に何
いかん
如？」と。答へて云
いは
く「故
もと
より當に勝
すぐ
る
べし。 」と。安云ふ。 「物論は殊に〔爾
し
からず」と〕
　
・
  謝安は素より手紙を得意とした。そして子敬（王献之）の書を軽く見ていた。子敬はかつ 上出来な書の手紙ができたのでこれを謝安に送っ きっと大事に保存しておいてくれるものだろうと。ところが謝安は、その手紙の後ろの空い いる部分に書いて返事を送っ き とても恨みに思っ という。謝安は、子敬に尋ねた。 「あなたの書 あなたの父・王羲之に比べて
いかがでしょう」 と。すると 「もとより私の方が優れています。 」と答えたという。謝安は言った。 「世間の取り沙汰ではそうではない。 」
謝安＝●ポイント
12参照
尺
 櫝＝手紙。櫝（牘）は、 木の札で、 長いものを「簡」 、 短いものを「櫝（牘） 」という。
物論＝衆人の評論。世間の取りざた。爾＝しかり。そうである
第３紙
〔●ポイント
14〕
曾そう
參しん
　
曾參（前
505
～前
435
？）は、
 中国、春秋時代の思想家である。
字は子
し
輿よ
。孔子の弟子。孝行で知られ、 「孝経」を著した。曽子。
本文中の「勝母村」 （母に勝る村）という名は不遜と考えたので曽参は足を踏み入れなかったという。〔●ポイント
15〕
箕き
裘きう
（故事）
　
箕き
は「み」 。穀物に混じったほこりやぬかなどを取り除く道具の
こと。裘
きゅう
は「かわごろも」 。獣類の毛皮で作った衣服のこと。
　
よい弓職人の子は、父の仕事から柳の枝を曲げて箕
み
を作ることを
学び、よい鍛冶屋の子は、金鉄を溶かして器物を修繕する父の仕事から皮衣をなめすヒントを得て、獣皮をつぎ合わせ裘
かわごろも
を作ること
を学ぶという。 『礼記』学記による出典から「箕裘 で、 「父祖の業。また、その業を継ぐ 」 意となった。 「箕裘を継ぐ」 用いられる。
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九
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〈▼接筆のある文字とその字数〉
34不爾。子敬又答
▶
。時人那得知。
 
▼１
35敬雖權以此辭折安所鑒。自36稱勝父。不亦過乎。且立身揚37名。事資尊顯。勝母之里。曾38參不入 以子敬之豪翰。紹 （殆） 右39軍之筆
▶
札▶
。雖復粗傳楷則。
 
▼２
40實▶
恐▶
末克
▶
箕裘
▶
。況
▶
乃假
 
▼５
41託神仙。恥
▶
崇▶
家範
▶
。以
▶
斯成
 
▼４
42學▶
。孰愈
▶
面▶
牆。
 後羲
▶
之往都。
 
▼４
43臨行
▶
題▶
壁▶
。子
▶
▶
▶
敬密拭
▶
除之。
 
▼７
44輒▶
▶
▶
書易其處
▶
。私
▶
爲▶
不▶
惡▶
。羲
 
▼８
45之還見。乃歎
▶
曰▶
。吾去時
▶
眞▶
大
 
▼４
46醉也。敬乃內慚。是知逸少47之比鍾張 則專博
▶
斯別
▶
。子
▶
敬
 
▼３
48之不及逸少。無或疑焉。
［第二篇］
余志
49學之年。留心翰墨。味鍾
▶
張之餘
 
▼１
50烈。挹羲獻 前規。極慮 精。
 
［第三紙の墨書はここまで］
爾からず。 」と子敬又た答へて「時
じ
人じん
、那
な
んぞ知るを得ん。 」と。敬、權
いきほ
ひに此の
辭を以てし、安、鑒る所を折
くじ
くと雖も、自ら父より勝ると稱
しょう
すは亦
た過
あやま
ちならず乎
や
。
　
・
  子敬は又た答へて「今
いまどき
時の人にどうしてこの良さが理解できよ
うか。 」と。子敬はいきおいに任せて（その場逃れのはかりごととして）この言葉を発し、謝安の鑑識眼をくじかせ（引っ込ませ）たとしても自らが父の王羲之より優れ いるというのは過ち（を犯しているの）ではなかろうか。
時人＝その当時の人。時代の人。権＝「おもり、はかる、はかりごと、いきおい、かり、かきそめ」の意がある。ここでは「いきおいに任せて（そ 場限りのはかりごととして） 」
⑯
 且つ身を立て名を揚
あ
ぐるは、事、尊
そん
顯けん
に資す。勝
しょうぼ
母の里には、曾
そう
參しん
、入らず。以
ゆゑ
に子敬の豪
がう
翰かん
は、右軍の筆札に紹
つ
ぐ（殆
ちか
く） 、復
た粗ぼ楷則を傳ふと雖も實に恐らくは未だ箕裘に克くせざらん。
　
・
  そして立身出世するには、祖先を貴び顕彰す が本来である。曽参は勝母と名付けた村 足を入れなかっ 。王献之の筆跡は、父の王羲之の書法を受 つぎ（に近く） 、だいたいの書 法則を受け継いでいると雖もおそらく 完全に受け継 で ないではないか。
尊顯＝尊び現す。位たかく名が現れること。曾參
=
〔●ポイント
14〕参照
楷則＝手本の法則筆
 札＝筆と紙。筆跡・手跡の意。札には、木の札・かきもの・手紙・さつ（紙幣） ・おふだ（お守り）
紹
 ＝つぐ。つなぐ。物事を受けつぐ。西林氏はこの字の草体を「殆」と解釈している。
箕裘＝〔●ポイント
15〕参照
⑱況
いは
んや乃ち神仙に假
か
託たく
し、家範を崇
あが
むを恥じたるや。斯
これ
を以て學
　
を成す 、孰
いづ
れか牆
かき
に面するに愈
まさ
らんや。
　
・
  ましてやとりもなおさず神仙から（書法を授けられた）と、か
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一〇
こつけて、 家訓（父・王羲之の教え）を尊
とうと
ぶことを恥とする（の
は親不孝そのものである） 。こんな気持ちで書を学ぼうとするのは、土塀にむかって立つようなもので優れていると言えようか（言えはしない） 。
仮託
=
他の物事を借りて言い表すこと。事
 寄せること。かこつける。
家範
=
家訓
孰いず
れか＝どうして。
愈＝まさる・すぐれる・すすむ・いよいよ
⑲
 後、羲之都
みやこ
に往
ゆ
かんとし、行くに臨みて壁に題す。子敬、密
ひそか
に之
を拭除す。輒
すなは
ち書して其の處に易
か
ふ。私
ひそか
に惡からずと爲す。羲
之還
かへ
りて見、乃ち歎じて曰く「吾 去りし時、眞に大醉也。 」敬、
乃ち內に慚ず。是に知る。逸少鍾張に比ぶれば、則ち專博は斯に別ありて、子敬の不及逸少に及ばざるは、或は疑ひ無しと。
　
・
  後に、羲之は都に行くことになり、行く前に壁に揮毫した。子敬は、密
ひそか
にこれを拭き消しその所 書を揮毫して取り替えた。
こっそりと惡
あし
からず（よくできたので気を悪くしないで）と。
羲之が帰ってきてその書を見ると、嘆いて言うには「私が出かけるときはとても大醉していたんだなあ。 」と。子敬 、そこで思いあがっていたことをはずかしく感じた。このことより逸少を鍾張に比較すれば、則ち專博は斯
ここ
に別あるも（一体の専修
と、王羲之のような諸体兼修 の差があるが） 、子敬が逸少に及ばないのは疑 無しである。
輒ち＝すなわち易ふ＝「かえる・取り替える」の意がある私に＝ひそかに。專博＝西林氏は 「専とは一体専修をさす。 博は王羲之の諸体兼修をいう」 という。
まとめ
　
第一篇の訓読とできるだけわかりやすい口語訳を試みた。また、
接筆のある文字に▼を付した。いきなり訓読から入るのではなく、ある程度 注目点（エキス）を紹介してから本文に入る方がいいのではないかと工夫してみた。 「巻下は？」 ・ 「作者の孫過庭について」などまだポイントとしたい語がたくさんあるが、頁数の関係上、これだけに留めた。高校生や大学生に難解な書論をどのように教えたらよいのか内容面の工夫を試みたが、まだまだである。ご批正頂きたくお願 申し上げます。参考文献・藤原楚水『註解名蹟碑帖大成』下巻
 
１９７７・ １
　
省心書房
・中田勇次郎編『中国書論大系』第一巻・漢魏晋南北朝 
１９７７・ ７
　　
二玄社
・中田勇次郎編『中国書論大系』第二巻唐Ⅰ
 
１９７７・ １２
　　
二玄社
・西林昭一訳『書譜』
　　
右書に所収（九三頁～一七七頁）
・小川環樹・金田純一郎訳『完訳・三国志』七
 
１９８３・ ５
　
岩波書店
＊武蔵野大学教育学部
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